
⼀般社団法⼈ ⺠間救命⼠統括体制認定機構
（様式4-1）

参加回数 申告欄

2回以上/2年間

（回/2年）

申告欄（回）

（ア）
（回/2年）

（イ）
（回/2年）

（ア）
（回/2年）

（イ）
（回/2年）

（ウ）
（回/2年）

（ア）
（回/2年）

（イ）
（回/2年）

（ウ）
（回/2年）

（ア）
（回/2年）

（イ）
（回/2年）

（ウ）
（回/2年）

申請⽇ ⻄暦     年   ⽉   ⽇     申請者⽒名（⾃署）

原著論⽂の執筆（和⽂・学会誌）、原著論⽂の執筆（英⽂）

学術集会での発表または座⻑（全国・地⽅会等）

研究報告・速報・総説・寄稿・新聞報道などの執筆または演者

⽇本救急医療財団が主催する救急救命⼠養成施設専任教員講習会

上記以外の救急救命⼠に関する講習会、研修会・セミナー・勉強会

ACLS、ICLS、JPTEC、JTAS、PSLS、PCEC、PEEC、PEMEC、MCLS、PBECなどの標準学
習コースにインストラクターとして参加や受講

ファーストエイドや⼼肺蘇⽣法の市⺠への指導

その他

地域の救急病院やメディカルコントロール協議会（またはそれに準ずる）が開催するカン
ファランスや勉強会、研究会への参加

４）学会論⽂、研究発表等

その他

※該当なしは0回/2年と記載すること。
※参加、または実施したことが証明できる書類のコピーを必ず裏⾯もしくは別紙に添付すること。

⽣涯教育管理表

教 育 項 ⽬

⽇本医師会、⽇本病院会、⽇本救急医学会、⽇本臨床救急医学会、
全国救急救命⼠教育施設協議会、⽇本救護救急学会、
⽇本ライフセービング協会、⽇本旅⾏医学会、⽇本災害医学会、
⽇本病院前救急救命学会、⽇本救急看護学会
以上の団体が開催する学術集会、講演会、研修会、セミナー

選択必修項⽬（以下のいずれかの項⽬を2年間で１回以上参加もしくは実施すること）

消防機関の勉強会、研究会への参加

教 育 項 ⽬

必修項⽬

２）その他救急救命⼠に関する標準学習コースへの参加

１）講習会、研修会・セミナー・勉強会への参加

３）地域の救急病院やメディカルコントロール協議会などのカンファランスなどへの参加


